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千代田区における夏期の節電対策 

 

１ 推進体制 

 

・ 庁内節電会議の設置 

・ 「千代田区節電対策基本方針」策定（別紙） 

・ ＣＥＳ（環境マネジメントシステム）のチェックシートによる職員の節電行動の徹底、

及び施設ごとの電気使用量の把握 

 

２ 節電目標 

 

・ 区有施設：ピーク時１５％節電を確実にし、更に電気使用量の２５％削減をめざす 

・ 区民、事業者：１５％の節電をめざす 

 

３ 主な対策内容 （区有施設） 

 

① 施設共通事項 

・ ２８℃室内設定温度の徹底  

・ 照明の５０％消灯（間引き） 

・ エレベーターの稼動制限 

・ 自動販売機の消灯・稼働台数制限 

・ 待機電力の削減（パソコン、プリンター等） 

・ ノー残業デー（毎週：火・金曜日）の徹底による一斉消灯 

・ クールビズの前倒し、延長（5 月 9 日～１０月３１日） 

 

② 本庁舎 

・ 冷房時のサブエントランスの閉鎖 

・ 午後５時以降の空調停止 

・ 総合窓口の開庁時間短縮（午後 5 時まで） 

・ 午後５時３０分に正面玄関閉鎖 

・ 原則廊下の消灯 

・ 始業時間前の超過勤務 

 

③ 出張所・区民館 

・ 出張所：水曜夜間延長休止 
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・ 区民館：輪番制により週１日閉館 

 

④ 小・中学校 

・ 屋内プールのヒーター停止 

・ 8 月中に 2 回程度の学校休館（夏休一斉取得日の設定） 

・ プール開放の中止（５校中２校のみ開放） 

・ コミュニティスクールも学校休館に合わせて休館 

 

⑤ 福祉施設 

・ 施設入所など福祉サービスは通常の態勢で２４時間提供しつつ、会議室など区民開放

サービスは、時間短縮を行う 

 

⑥ 文化・スポーツ施設 

・ 千代田図書館：開館時間の１時間前倒し（午前９時開館）、開館時間の短縮（午後５

時閉館） 

・ 他の図書館、歴史民俗資料館：開館時間の短縮（午後５時閉館） 

・ 外濠公園グラウンド：週２回夜間利用中止 

 

⑦ 街路灯・橋梁灯・公園灯 

・ 安全性を確保しつつ３０％節電 

 

 

４ 区民・事業者への対応 

 

・ 広報紙（節電特集号），ＨＰ等での節電呼びかけ 

・ 区民、事業者向け節電メニューの普及啓発（チラシ、ポスターの配布） 

・ 町会、商店街連合会等への節電のお願い 

・ 環境月間イベント：節電エコライフ講演会  

ａ「即実践！事業者のための節電・省エネ 講習会」 

    ｂ「夏を乗り切る節約エコライフ」 

・ 小中学生の夏休み向け節電キャンペーン 

「僕が私が我家の省エネリーダー 夏を乗り切る家庭の節電大作戦」 

・ 区民、事業者向け省エネ講座の実施 


